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最近、いろんなところでインターネット

の話が取り上げられるせいか、友人から

「オレもやろうかなって思ってんだけど、ど

う？」とか聞かれることが多くなってきた。

それどころか、「ねぇねぇ、モザイクって

面白いんでしょ？　ストーンズのコンサー

トも見れちゃうんだって？」なんつー女の

子まで出てくるしまつ。そういう時、「う～

ん、コンサートは違うんだけど……」と、

ちょっと困りつつも、うれしくないという

とウソになる（でへへ）。

が、しかぁ～し、こんなノリの連中にお

ススメ！　という素人向けのプロバイダー

ははっきり言って、ホントに少ない。知っ

たかぶりしてご紹介したら最後、インスト

ールから回線接続の面倒を見なきゃならん

っていうハメにも……。それを考えると、

う～ん、こりゃインターネット生活向上委

員会でも結成しなくっちゃだわ、と思いつ

つ、今月も日本のインターネット発展のた

めに、日々探検を続ける私である(^^;;

ところで、先号ではリムネットへの接続

に挑戦し、あえなく方向転換を迫られたの

（つもり）であった。しかし編集部からは

「だってまだPPP接続まで行ってないんでし

ょ。とりあえず、行くとこまで行ってみて

よ」とのご注文。う～ん、とは思ったが再

度挑戦してみることにした。

で、その結果は……というと、やっぱう

まく行かなかった。モデムの相性が悪いの

か（だからアナログ回線って嫌いだ！）

BBSの方に2400bpsというスピードでアク

セスし、どこやらの親切なユーザーの方が

書いてくれた設定方法を参照して、

MacTCPやらPPPやらの設定を全部点検。

これが結構面倒（詳細はのちほど）。しか

も、やっとコネクションができたと思った

ら、なんと、待ってるうちに「Link Dead」

が出てオシマイ（これものちほど）……う

～ん。こりゃド素人の私の手にはおえそう

もない。

ということで、締切直前に再度トライし

たものの、結局はうまく行かず「誰かヘル

プ」ということになり、ことインターネッ

トの接続にかけては百戦錬磨の編集部の強

者（らしき人物）を臨時隊員に加えたので

あった。

リ
ム
ネ
ッ
ト
に
再
挑
戦

I
P
接
続
に
成
功
し
た
。

最
大
の
難
関
は

端
末
モ
ー
ド
の

違
い
だ
っ
た
。

【プロバイダー探検隊】 隊長兼隊員●村野幸夫

モザイクってストーンズのコンサートも見れちゃう
んだって？

第2回
リムネット編
その2

モザイク：インターネット上のWWWと呼ばれるデータベースの
情報を見るためのビューア。文字だけではなく画像、音声、動
画も扱える。

ストーンズのコンサート：昨年の11月19日、ストーンズはイン
ターネットのマルチキャスト技術を使い、世界中にコンサートを
生中継した。

MacTCP：インターネット接続に必須のマック用の標準ネット
ワークドライバソフト。

PPP：インターネットにダイアルアップ接続するためのソフト。

Link Dead：回線の接続が切れること。
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お助け隊員の活躍

まずは例によって、リムネットのオンラ

イン・サインナップ用電話にアクセスして、

新規にIDを申請してもらうことにした（先

号の記事を参照）。ふつうの人がやること

を体験してもらうのである。

ところが、コーポレート・アカウントの

彼のクレジット・カードの番号を打ち込む

と、「そのカードは使えません」と言われて

しまう。「ふ～ん、これはブラックリストの

データベースでも持ってるのかね？」とい

う冗談も出たが、ま、そんなことを言って

ても始まらないので、個人用のカードを使

ってもらうことにした（いかに仕事とはい

えど悲惨である。このへんの精算カンケー

はどうなっておるのだろう？）。

とどこおりなくサインナップのプロセスを

終了し、しばらく待ってから、ともかく設

定したIDとパスワードでBBSの方にログイ

ンする。と、OKだ。ま、この辺までは私

だってデキたもんね、とは思う……。

さて、ここで彼は「メインメニュー」か

ら「メニュー形式」を選択し、さらに「1.

掲示板（事務局からのお知らせ）」を選ぶ。

ふ～む、やっぱし最初はこのページからだ

よね、と納得。

ただ、ここで問題なのは（先号でも書い

たけど）、この画面が「VT100」の画面で

あることだ。

たまたま手持ちのパソコン通信ソフトが

対応してたからいいけど、もしそうでなか

ったらメンドくさいことになる。実際、現

在流通しているパソコン通信用の端末ソフ

トのうち、どれくらいが「VT100」に対応

してるのかは知らないが、やっぱりこれっ

て結構混乱するんじゃないかな～。もっと

も、オンライン・サインアップ終了時に、

リムネットの側から「VT100互換の通信ソ

フトをお持ちでない方は、後日ネットワー

クからダウンロードしていただけるように致

します」とのことだったので、なんとかな

ると思うけど……（なんとかならない場合

はこの記事を参考にしてみてくださいま

せ）。

で、話は掲示板の方に戻る。

「1. 掲示板（事務局からのお知らせ）」

の下には、「リムネットからのお知らせ」

「RIMNET利用ガイド」「インターネット

利用ガイド」といったものから「ショッピ

ング」「モニターニュース」まで、さらにい

くつかの掲示板がある。

いろいろのぞいていると、なんと、前に

はなかった「ダイアルアップIP接続」の項

目が「インターネット利用ガイド」の中に

追加されているではないか！　しかも

「 Trumpet WinSock」 から「 Internet

Of f i ce」「Chameleon」「MacTCP&

MacPPP」「MacTCP&interPPP」まで、

いろんな設定が解説されているという充実

ぶりだ。

をを、なかなか改善されている（もちっ

と早めにこういうのを準備しておいてくれ

れば良かったのにぃ）。ま、私の場合はいわ

ゆる「インターネット・フロンティアの苦

難」というやつを体験したわけだな、うん。

さて、私の場合は「MacTCP& MacPPP」

なので、そこに書いてある説明をもとに設

定してもらうことにした。説明のおおよそ

は、以前に見たユーザーの設定方法よりは

若干親切だ。さすがにシステム側がやって

るだけある、と思う。

ここを読んで（とはいうものの、VT100

端末の問題から記録をとるのはちょっと大

変。ここんとこ、やっぱりもうちょっとな

んとかならんもんでしょうか）、いったん接

続を終了し、「MacTCP」と「MacPPP」

の設定をやってもらうことにする。

MacTCPの設定

今回はリキを入れて（そこまで言う？）

スクリーンショットを撮ったのでそれを参照

して欲しいが（113ページ）、まずは「コン

トロールパネル」の中の「MacTCP」を開

いて【図1】、上の方のボックスの中にある

「PPP」を選択しておいてから、下の方に

ある「More...」をクリックする。とボック

スが出てくるので、【図2】のような設定に

をを、なかなか改善されているぞ。

ダウンロード：ネットワーク上にあるデータを手元のコンピュー
タに持ってくること。

Internet Office：Windowsマシン用のインターネット関連のア
プリケーションだけを収録したパッケージの製品名。販売はトラ
ンスコスモス。

Chameleon：米ネットマネージ社のWindowsマシン用の
TCP/IPドライバとアプリケーションソフト。
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してしまえば良い。

「Obtain Address」は自分のIP Address

の取得方法だが、「Server」から手に入れ

るようになっているので、「Server」のボタ

ンをクリックする。

「Routing Information Gateway」のとこ

ろは、上で「Server」を設定すれば自動的

に設定されるので気にすることはない。

画面右上の「IP Address」では特に指

定しなくてもいい。その他も無視して大丈

夫。

画面右下の「Domain Name Server

Information」には「Domain」の下にとこ

ろを「ns.rim.or.jp」に、「IP Address」の

下のところを「202.255.181.2」とタイプし

ておく。

MacPPPの設定

今度は「コントロールパネル」の中の

「Config PPP」を開く。ここは設定する項

目の階層が深くなっているので、結構面倒

だ。

最初に「Port Name」のところのトグル

で自分のモデムのつながっているポートを

選択する。

「Idle Timeout」は、データが送信され

なくなってからどれくらい経つと自動的に

回線を切ってしまうかの設定だが、ここで

は10分を指定しておけばいいだろう。ケチ

な人なら5分くらいね。

その他はだいたい図の通りだが、ここ

で×印を付けてない「Quiet Mode」のと

ころを×にすると、いちいち「現在、相手

と接続しました」とかいうMacintoshから

ご報告が来なくなる。ま、うるさいと思い

始めたら、チェックした方がいいみたいだ。

下の「New...」をクリックして出てくる

ダイアログボックスに、新たに「RIM-NET」

と入力する。これを「OK」したら、「PPP

Server」のところは【図3】のようになる。

次はちょっと面倒な「Config...」をクリ

ック。そうすると【図4】のようなボックス

が出てくる。

「Port Speed」は手持ちのモデムのスピー

ドに合わせて設定するが、最大通信速度の

2倍程度の数字を入れれば問題はないみた

いだ。

「Flow Control」は「CTS&RTS (DTR)」

に設定し、「Tone Dial」か「Pulse Dial」

のボタンは自分の使っている電話回線に合

わせる。

「Phone num」はリムネットの電話番号

だが、この図では東京の編集部から内線経

由でアクセスしているので、頭に「0,」が

付いている。リムネットはサービスの性格

によって、いろんな番号を持っているので、

センター側から提供される番号を確認して、

選んでほしい。

「Modem Init」は自分の持っているモデ

ムによって異なるので、これはマニュアル

などを参考にして……。

「Modem connect timeout」は実際にモ

デムがコネクトするまで、どれくらい待つ

かを決めるのだが、ここでは、なんと「200」

秒を指定した！

う～ん、私の設定は確か60秒だったぞ…

…と考えて思い当たったのだが、そうかぁ、

ここが短かったおかげで、すぐに「Link

Dead」とか言われて、回線を切られてた

わけだ……。がひょ～ん、おマヌケ。とは

思ったが、セッションに入れるまで、普通

200秒も待つのかなぁ？　確実をきすため

のマージンという意味もあるのかも知れな

いけど、これって、どう考えても変だよ～。

だからアナログ電話って嫌いなんだよね、

まったく。

さて、下の方に「Connect Script...」と

いうところがある。これをクリックすると

【図5】のようなボックスが開く。他のプロ

バイダー（といっても、IIJとBEKKOAME

くらいしか知らないが）の場合は、ここで

はなく、「Authentication...」をログイン用

に利用していることが多いのだが……。

ここにはちょっとしたログイン・シーク

ェンスのやりとりを書かなければならない。

とは言っても、パソ通端末のマクロを書く

ほど難しくない。ただ単に、【図5】のよう

にキャラクターをタイプし、「out」か

「wait」のボタンをクリックし、文字列の後

えーと、Domainはns.rim.or.jpってうちこむんだな。

IP Address：インターネットに接続するコンピュータ毎に割り
当てられる番号。ダイアルアップPPPの場合、プロバイダーが用
意したサーバーに割り当ててもわなければならない。

Domain Name Server Information：インターネットのWWW
サーバーの名前をIP addressに変換するための仕掛け。自分の
ドメイン名とプロバイダーのDNSのIPアドレスを設定しておく。

Idle Timeout：アクセスしている途中で居眠りしてしまっても、
少しは安心。

Flow Control：モデムから自分のマシンに大量のデータが来た
ときには、一時的にデータ送出を待ってもらわなければならない。
この制御の方法として、Macの場合は一般的にCTS&RTS(DTR)
を使う。

Authenticaiton：ユーザー認証のこと。「Connect Script...」と
「Authentication...」の違いは、プロバイダーが使用している機
械の構成に依存する。リムネットの場合は他のプロバイダーでは
提供されていない、通常端末でのログインサービスもあるので
Connect Scriptとなる。

プロバイダー
探検隊
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まったく隊長の面目まるつぶれだ。

LCP Options：PPPで使われる「Link Control Protocol」の略。
パケットの最大長や、接続する時に行われるAuthenticationの
方法などを変更するプロトコル。

IPCP Options：PPPで使われる「Internet Protocol Control
Protocol」の略。LCPより多機能で、自動的にIP addressを割
り当てられるプロトコル。

POP アカウント：ここには自分の電子メールアドレスを入力し
てはいけない。@より後ろの部分のマシンでプロバイダーのメー
ルサーバーを指定している。EudoraではPOP3（Post Office
Protocol - Version 3）というプロトコルで、メールサーバーから
電子メールを持ってくるため、こう呼ばれている。

SMTP サーバー： Simple Mail Transfer Protocolの略。メール
を送り出す際のプロトコル。

Netscape：WWWビューアの1つ。高機能／高性能なのでお奨
め。基本的には英語版だが、日本語が表示できるように修正す
るプログラムもある。

NewsAgent：ネットワーク上のニュースを読むプログラム。

プロバイダー
探検隊

の「<CR>」のボックスを必要に応じてクリ

ックしておくだけだ。

注意するのは二行目の部分で、リムネッ

トの場合、ダイアルアップIP接続かどうか

はIDの先頭に付ける大文字の「P」で判断

しているようなので、ここを忘れないよう

にすること。たとえばIDが「yokota」の場

合は「Pyokota」とタイプすることになる。

なんだかちょっとヘンなことになってしまう

が、ま、これはしょうがない（読者の中の

「横田」さん、別に他意はありませんから

ね～）。

リムネットの設定では、この他の

「 Authentication...」「 LCP Options...」

「IPCP Options...」については触らないこ

と！　である。

さてさて、ようやく「PPP」の設定が終

わったので、ここで「Done」をクリックす

ればおしまい。後はリスタートして、アク

セスするだけだ。

Eudora-Jを使ってみる

リスタートしたら、ふつうは「Config

PPP」の「Open」ボタンをクリックする。

そうするとマシンが自動的に電話をかけて

接続してくれるのだが、今回はその前にダ

イアルアップでメールを使ってみることを考

えて、「Eudora-J」の設定をやっておくこ

とにした。

メニューバーの「操作」のところをプル

ダウンして「設定変更...」を選ぶと【図6】

のようなボックスが開く。そこでリムネッ

トから指定されたサーバーのリストを見な

がら、次のようにタイプしていく。

まず「POPアカウント」のところは

「（自分のID＝これはPの付いてないやつ）

@mail.st.rim.or.jp」をタイプし、本当の氏

名のところは、格段の趣味がなければ……

おっと、これは冗談……相手のメーラーが

日本語表示できない場合があることを考え

て、ローマ字で本名を入れる。

「接続機構」の部分は、今回は外部のモ

デムを使うので「MacTCP」のボタンをク

リック。

さらに「 S M T P サーバー」には

「mail.st.rim.or.jp」とタイプし、「あなたの

電子アドレス」には上と同様に「（Pの付い

てない自分のID）@st.rim.or.jp」と入力

する。

「新着チェック頻度」は「MacPPP」を

クローズしていても、このメール・プログ

ラムが動いていれば、指定した時間に一度、

自動的にメールのチェックを行ってくれる

便利な機能だ。ここでは「1」分に設定し

てあるが、こんなことをやったら忙しくて

他のプログラムを動かせない！　編集部員

は筆者から送られてくる原稿を一分でも早

く見たい（これは私へのアテツケか？）の

だろうが、とりあえず普通の人は「30」分

程度にすればいいんじゃないかと思う。

最後に、再び「操作」のところから「パ

スワードの変更...」を選択して、前に設定

したリムネットのパスワードを入れればおし

まいだ。

以上、簡単なEudora-Jの設定方法でした。

う～ん、なんか今回は内容が濃いぞ。技

術記事（どこがぁ？）を書いてるみたいで

疲れた……。この他の詳しい設定について

は、読者のみなさん、申し訳ありませんが

Eudora-Jの説明書を読んでくださいね。

いよいよ接続

いよいよ接続である。探検隊全員（とい

っても若干 2 名だが）の見守る中、

Eudora-Jをクリックすると、自動的にマシ

ンが電話をかけにいく……果たして？？

で、結果から言えば、なんとスンナリと

つながってしまったし、メールも出せた。別

の人に出してもらったメールも読めた。こ

れに続いて「Netscape」や「NewsAgent」

にも適当なサーバーの名前を入れてやって

もらったけど、問題はな～い。某臨時隊員

からは「ぜんぜん問題ないっスよ」と言わ

れてしまうし、まったく隊長の面目まるつ

ぶれ状態である……トホホ。

それにしても、なんか今となってはつな

がって当たり前の気がするが、いやぁ、そ

れにしても長かったです、はい。
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いったいこれまでの苦労は何だったかと

ふりかえってみると、まず第一に見慣れな

い「VT100」の画面にびっくらこいたこと

だ。きわめて個人的な感覚でしかないのだ

が、この画面制御に慣れている人というの

はそんなに多くないんじゃないだろうか。

それに、これはもう解決されているが、

私の初アクセスの段階ではちゃんとした接

続の手順が書かれていなかったのがつらか

った。

臨時隊員にも聞いてみたが、「まぁ、こ

のファイルがあったから何とかなったけど、

またったくの素人の方には難しいかも知れ

ませんね～」ということである。

「そそ、まったく難しいのよ。そっちが設

定説明を読んでるのを見てたけど、二つ三

つ、サーバーの名前をメモっただけだった

でしょ。でも、素人って全部読まないと出

来ないと思うんだよね」と私。「だいたいさ

ぁ～、端末の設定ってふつう紙かなんかに

打ち出して、読みながらやるでしょ？　ど

う考えてもVT100の画面を見ながら……な

んてできないよね。となると、ここに表示

されてる内容を打ち出したいわけだけど、

僕の使ってるVT100もどきの端末プログラ

ムだと、それはできないわけ。で、しょう

がないから一画面ずつ表示しながら、それ

をコピー＆ペーストで普通のワープロとか

エディターに移して、そのファイルをプリ

ントアウトしておもむろに設定にかかるっ

てことになるわけよ。う～ん、まったくね

ぇ～……」と相変わらず同じようなことを

言ってしまう（「見苦しい」との声あり）。

後は、ダイアルアップ接続だけIDのアタ

マに「P」が付くとか、「Connect Script」

を書かなきゃいけないとか、ちょっと変わ

ってるかなというところもあるが、主な問

題はここんとこだろう。

というわけで、最大の問題は「接続設

定」のファイルを楽に見れないってことだ。

何とかならないかと考えているうちに、パ

ソコン通信のモードでメールを使うという

手はどうだろう。

実際には、ユーザーの利用環境はバラバ

ラなわけだから、メールでどっかんと全部

の設定説明ファイルを送りつけるのは問題

がある。だから、メニュー形式のどこかに、

ユーザーが利用しているプログラムごとに

別々のメール・アドレスを書いておく。こ

の程度ならVT100モードでも簡単にメモで

きる。で、ユーザーがそのアドレスにメー

ルを出すと、自動的に自分用の「端末設

定の説明」ファイルが送られてくる、とい

った具合である。このくらいのことだけで

も、ずいぶん設定作業は楽になるだろう。

BEKKOAMEはどうなっておるか？

ところで、BEKKOAME方面について

も、最後にちょっと説明しておこう。

実は先号の「方向転換」と同時に私は

BEKKOAMEの方にも電話でパンフレット

を送るように頼んでおいたのだが、10日く

らいたって豪華A4版のコピーが十数ページ

入った封筒が届いた。ちょっと時間がかか

るようにも思うが、中にはBEKKOAMEの

サービス概要とか、「ご契約申し込み用紙」、

さらにご丁寧に返信用の封筒までが同封さ

れている。う～ん、これでモトがとれるの

かな～、と他人ごとながら心配してしまう

ほどの至れり尽くせりぶりである。

この申込書に必要な事項を記入して送り

返すと、また何日か待たされて、今度は初

回登録費と年会費の請求書と振込先、パ

ソコン通信のアクセス番号とログイン名、

仮のユーザー名や仮パスワードなどが送ら

れてくる。「ご入金について」の注意書き

にも書いてあるように、振り込みの時に仮

ユーザー名（私の場合5ケタの数字だった）

を送金者名の後に付けて入金手続きを行な

う。入金をすませたら、少なくとも一週間

以内にBBSにアクセスして、自分の正式な

IDやパスワードを登録する……という手順

である。ちょっとまどろっこしい感じはす

るけどね。

残念ながら、今回は紙面が尽きてしまっ

たので詳細は次の号で説明したいが、ここ

まで修羅場をくぐりぬけてきた私にとって、

楽勝モードで快適アクセスを実現できた、

とだけ予告しておこう。そいではまた！

UNIXユーザー以外にもあたたかい心づかいをお願
いします。

次こそは、BEKKOAMEだ。
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